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●本講座は、幼稚園・認定こども園版キャリアアップ研修に該当します。
　当研究所は、全国47都道府県より「処遇改善等加算Ⅱに係る研修の実施主体」の認定を受けています。
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　ここ数年のコロナ禍で、コミュニケーション、心と言葉による伝え合いの重要性を実感しています。
保育者が言葉を育み、子どもが自分の思いを伝える、そのことに共感しあうことは重要です。
　子ども同士、保育者同士、子どもと保育者、保護者、まさにこの社会は、コミュニケーションによって
成り立っています。
　この社会をこれから担っていく子どもたちに自分の思いや意見を伝え合うことの大切さを育んでいく
ことは益々重要になってくると思います。
　今回の講座では、「コミュニケーション、心や言葉による伝え合い」に焦点を当てていきます。子ども
とのコミュニケーションがより楽しく想いを伝え合い共感しあうことが出来ればより素晴らしい保育が
できるのではないかと思っています。この時間が先生方にとって有意義な時間となり、保育に活かして
いただければ嬉しく思います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実行委員長　福山多江子

基調講演
保育を豊かに ～絵本でコミュニケーション～
　こどもとおとなが、ともに育ちあう場所は、絵本がいちばん
いきいきするところ。
「こう選んでこう読めばうまくいく」というノウハウではなく、
ちいさい人たちが自分のいのちに照らして絵本と結びあう瞬間に
ついて考えてみましょう。

ノートルダム清心女子大学　教授
児童文学者・児童文学作家

村中 李衣 先生
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アトラクション
絵本を読んでもらう喜び
　絵本の最高の味わい方は、読み聞かせです。文章を読んで
もらえば、絵をじっくり味わう時間が約束されるからです。
本来、手の届く距離で読むのが理想ですが（笑）。
　今日は絵本を映画のように、味わってもらいましょう。 絵本作家／講演家

聞かせ屋。けいたろう 先生

15：40〜16：40

俯瞰図番号 E2

『発達がわかると保育がおもしろくなる』
　　　　　～子どもを見つめ響きあう保育～

『保育者として歩み出すために』
　　　　　～豊かなことばが育つ保育～

『保育ファシリテーション』
  　　　― 保育の質を高めるチームづくり ―

『心が寄り添うインクルーシブ保育とは』

兵頭　惠子 先生　（公財）幼少年教育研究所 監事
喜多なな子 先生　認定こども園しらゆり 教諭
田中　愛弓 先生　冨士見幼稚園 教諭　　　　

矢藤  誠慈郎 先生　和洋女子大学 教授

安見　克夫 先生　東京成徳短期大学 名誉教授
　　　　　　　　板橋富士見幼稚園 理事長・園長
大澤　洋美 先生　東京成徳短期大学 教授

守　巧 先生　こども教育宝仙大学 教授

　4月からの新たな園生活、どんなドラマが始ま
るのでしょうか。現場の先生から子どもの姿や
園生活など保育現場のリアルを語っていただき、
参加の先生方と共に子どもの育ちを読み解いて
いきましょう。そして “現場100回？”を実践さ
れていらした兵頭惠子先生に「子どもの理解と
発達」や「保育がおもしろくなる秘訣」について
語っていただきます。子どもを見つめた先にある
響きあう保育を考えていきましょう。
＊テキスト：『保育の事例で読みとく 3・4・5歳児の発達』
　　　　　　　　　　（チャイルド本社 令和6年2月刊）

　子どもの幸せな育ちのために、保育者が力を
出し合いながら保育の質を高める組織文化を醸
成していくことが大切です。この分科会では、
この課題の解決に向けて、ファシリテーション
に焦点を当てて考えていきます。

　保育者は、ことばによる様々なコミュニケー
ションを求められます。子どもと保育者、保育
者と保護者が豊かに関わり合うためには、どの
ような知識と意識が必要なのでしょうか。素敵
な保育者になるために、仲間と一緒に学び合い
ましょう！
　第1部では、ことばによるコミュニケーショ
ンについて安見克夫先生にご講義をいただき、
第2部では、ことば遊びを楽しみながらことば
の育ちを考えていきます。

　どの子どもも大切にされ、集団で生活する
心地よさを感じてもらいたいですね。そのた
めには、すべての子どもが過ごしやすい環境
やわかりやすい保育が求められます。
　心が寄り添えるインクルーシブな営み（保育）
を具体的に考えていきます。

田中愛弓 先生 大澤洋美 先生安見克夫 先生喜多なな子 先生兵頭惠子 先生

矢藤  誠慈郎 先生 守　巧 先生
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（推奨講座   どなたでも参加可能）

（中堅経験者（推奨）講座） （支援児教育講座）

（フレッシュ講座）（推奨講座   どなたでも参加可能）

（中堅経験者（推奨）講座） （支援児教育講座）

（フレッシュ講座）


